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研究成果の概要 

本研究では、腫瘍の細胞内外シグナルを同時に制御するドライバー遺伝子変異である「ハイブリッド遺伝子変異」の

全貌解明を目指す。フェーズ 1 ではドライバー遺伝子変異陽性の腫瘍検体を用いて、単一細胞マルチオミクス解析と

四次元単一細胞マルチオミクス解析を実施し、ハイブリッド遺伝子変異の分子生物学的性質を解明する。 

2022年度は、悪性リンパ腫の中でも最も患者数の多い Diffuse large B-cell lymphoma （DLBCL）を対象とした、

大規模オミックスデータの構築を行った。まず、DLBCL 多数症例の遺伝子発現・変異プロファイルを解析し、新規ハ

イブリッド遺伝子変異の候補を複数同定した。現在、シングルセル・マルチオミックス解析を DLBCL の前向き収集検

体で実施し、遺伝子変異とタンパク発現の 1 細胞レベルでの関係性と、それが微小環境細胞の挙動に与える影響を

解析中である。 
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